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意
見
書
（
要
旨
）

１
．
看
取
り
等
の
対
応
で
き
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
制
の
強
化

　
特
養
で
は
看
取
り
等
に
よ
り
一
層
の
対
応
が

で
き
る
体
制
の
強
化
が
必
須
。
医
療
職
が
適
切

に
関
与
で
き
る
よ
う
加
算
の
上
乗
せ
等
を
要
望

し
た
い
。

２
．
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
配
分
制
限
緩
和

　
介
護
職
員
の
人
件
費
に
充
て
る
と
い
う
制
限

を
緩
和
し
、
研
修
費
や
介
護
職
員
外
へ
の
配
分

を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
．ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修・

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
・
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
指
導
者
養
成
研
修
・
個
別
ケ
ア
研

修
に
対
す
る
支
援

　
推
進
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
標
記
研
修
へ
の

支
援
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
へ
の
支
援
含
む
）

を
お
願
い
し
た
い
。

４
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
及
び
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
が
及
ぼ
す
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
へ

の
効
果
検
証
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業

　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
・

向
上
を
目
的
と
し
、
推
進
協
の
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
実
地
研
修
受
入
施
設
で
検
証
す
る
調
査
研

究
事
業
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

５
．
外
国
人
雇
用
促
進
に
対
す
る
支
援

　
現
在
、
施
設
側
が
負
担
し
て
い
る
日
本
語
研

修
、
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
に
関
す
る
費
用
の

一
部
助
成
を
お
願
い
し
た
い
。

30
年
度
改
定
の
論
議
始
ま
る

介
護
給
付
費
分
科
会

４
月
26
日
、
第
1
3
7
回
社
会
保
障
審
議

会
介
護
給
付
費
分
科
会
が
開
か
れ
、
平
成
30
年

度
介
護
報
酬
改
定
（
診
療
報
酬
と
同
時
改
定
）

の
審
議
を
開
始
し
た
。
夏
ご
ろ
ま
で
に
月
２
回

の
ペ
ー
ス
で
議
論
し
、
そ
の
間
、
関
係
者
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
。
今
秋
か
ら
介
護
事
業
経
営

実
態
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
２
巡
目
の

議
論
。
12
月
中
旬
ご
ろ
、
報
酬
・
基
準
の
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
る
。

議
論
に
先
立
ち
厚
労
省
は
30
年
度
改
定
に

関
し
て
政
府
内
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
を
説

明
し
た
。
介
護
保
険
部
会
や
財
政
制
度
等
審
議

会
な
ど
か
ら
「
同
時
改
定
を
念
頭
に
効
果
的
・

効
率
的
な
提
供
」「
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」「
リ
ハ
機
能
の
強
化
」「
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
」「
生
活
援
助
の

人
員
基
準
緩
和
」「
介
護
療
養
病
床
の
転
換
」「
地

域
区
分
の
見
直
し
」
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま

た
未
来
投
資
会
議
で
安
倍
首
相
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
や
Ｉ
Ｃ
Т
活
用
に
つ
い
て
「
報
酬
や
人
員

配
置
で
後
押
し
す
る
」
と
の
意
向
が
示
さ
れ
て

い
る
。

厚
労
省
は
論
議
す
べ
き
検
討
事
項
案
と
し

て
①
通
所
リ
ハ
・
通
所
介
護
の
役
割
分
担
と
機

能
強
化
②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
等
の
人
員

基
準
や
利
用
定
員
等
の
在
り
方
③
特
養
に
お
け

る
医
療
ニ
ー
ズ
や
看
取
り
の
一
層
対
応
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
④
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
居

宅
介
護
支
援
の
連
携
⑤
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

セ
ン
サ
ー
を
活
用
す
る
事
業
所
の
報
酬
・
人
員

配
置
基
準
の
あ
り
方
⑥
生
活
援
助
の
人
員
基
準

緩
和
⑦
介
護
医
療
院
（
療
養
病
床
の
新
類
型
）

の
報
酬
・
基
準
や
転
換
支
援
策
─
の
7
つ
を
挙

げ
た
。

了
承
さ
れ
た
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

よ
る
と
、
夏
ご
ろ
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
論

点
に
つ
い
て
論
議
（
１
巡
目
の
論
議
、
関
係

団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
）。
秋
ご
ろ
か
ら

具
体
的
な
方
向
性
を
論
議
（
２
巡
目
の
論
議
）。

12
月
中
旬
、
報
酬
・
基
準
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
取
り
ま
と
め
る
。
30
年
1
月
か
ら
２

月
ご
ろ
、
改
定
案
を
諮
問
・
答
申
。
４
月
、
30

年
度
介
護
報
酬
改
定
。

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
医
療
・
介
護
分
野
の
論
議
を
開
始　

　
　
　
　
　
経
済
財
政
諮
問
会
議

４
月
12
日
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
は
経
済
財

政
運
営
の
基
本
方
針
（
骨
太
方
針
２
０
１
７
）

の
策
定
に
向
け
、
医
療
・
介
護
分
野
に
関
す
る

議
論
を
開
始
し
た
。
安
倍
首
相
は
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
持
続
可
能
で
効
率
的
な
制
度
へ
の
転

換
、
麻
生
財
政
相
は
報
酬
適
正
化
の
必
要
性
、

塩
崎
厚
労
相
は
医
療
ニ
ー
ズ
対
応
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
、
都
道
府
県
の
関
与
強

化
を
強
調
し
た
。

◎
介
護
保
険
法
等
改
正
案　

衆
院
通
過

４
月
18
日
、
介
護
保
険
制
度
改
正
関
連
法

案
が
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
参
議
院
に

送
付
さ
れ
た
。
①
一
定
以
上
所
得
者
の
３
割
負

担
化
②
「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
創
設
③
自
立

支
援
で
効
果
を
挙
げ
た
地
方
自
治
体
へ
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
付
与
④
悪
質
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
事

業
停
止
─
な
ど
が
柱
。

「
基
本
報
酬
引
き
上
げ
を
」

（
推
進
協
）

総
会
に
は
、
議
連
か
ら
木
村
幹
事
長
や
赤
枝

恒
雄
事
務
局
長
ら
約
二
十
人
（
代
理
出
席
含
む
）、

推
進
協
か
ら
赤
枝
会
長
や
諸
隈
正
剛
副
会
長
、
野

邊
正
凉
副
会
長
、
藤
村
二
朗
介
護
保
険
委
員
長
ら

約
十
人
、
厚
生
労
働
省
か
ら
老
健
局
の
佐
藤
守
孝

高
齢
者
支
援
課
長
と
鈴
木
健
彦
保
健
課
長
、社
会
・

援
護
局
の
柴
田
拓
己
福
祉
人
材
確
保
対
策
室
長
が

出
席
し
た
。

赤
枝
会
長
は
「
医
療
福
祉
機
構
の
調
査
で
は
、

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
経
営
が
危
険
水
域
に

入
っ
て
い
る
。
も
は
や
加
算
で
は
ど
う
に
も
な
ら

ず
、
基
本
報
酬
の
引
き
上
げ
し
か
な
い
」
と
基
本

報
酬
の
引
き
上
げ
を
訴
え
、
議
連
に
支
援
を
求
め

た
。

要
望
は
①
看
取
り
等
に
対
応
で
き
る
体
制
の

強
化
（
医
療
職
の
関
与
を
可
能
と
す
る
看
取
り
加

算
の
上
乗
せ
な
ど
）
②
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算

の
制
限
緩
和
（
研
修
費
へ
の
充
当
や
介
護
職
員
外

へ
の
配
分
な
ど
）
③
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
各
種
研

修
へ
の
財
政
支
援
④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
及
び
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
効
果
検
証
事
業
へ
の
支
援
⑤
外
国
人
雇

用
促
進
へ
の
支
援
（
費
用
の
一
部
助
成
な
ど
）
─

の
５
項
目
。

　
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
対
応
」

（
厚
労
省
）

木
村
幹
事
長
は
「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
は
厚
労
省

が
整
備
を
推
進
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
梯
子
を
外
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
介

護
給
付
費
分
科
会
に
推
進
協
な
ど
が
参
加
す
る
専

門
部
会
の
設
置
が
必
要
だ
」
な
ど
と
述
べ
た
。

質
疑
応
答
で
厚
労
省
は
「
30
年
度
改
定
は
４

推進協との連携を強調する
赤枝恒雄議連事務局長

（１）

個室ユニット
推進協ニュース

【発行】一般社団法人全国 個室ユニット型施設推進協議会  〒 226-0015 神奈川県横浜市緑区三保町 171-1  TEL：045-921-0462 ／ FAX：045-921-0472

Number 123

　1 面　個室ユニット支援をめぐり意見交換
　   　　30 年度改定の論議始まる
　   　　国政ニュース
　   　　ウの目タカの目 こちら傍聴席
　2 面　会員のニーズに応える研修や情報発信
　   　　新規入会施設のご紹介   　　
　3 面　施設紹介 【共生の里津福】福岡県
　   　　取組紹介【あづきもち】静岡県
　   　　取組紹介【しょうじゅの里三保】神奈川県
　   　　コラム【尊厳を守るケアの実践】
　4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　   ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　   　　コラム【どうする？人材確保】
　   　　用語解説【未来投資会議】
　   　　　   　　   【社会福祉充実会議】

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
、
４
月

25
日
、
衆
議
院
第
１
議
員
会
館
で
開
か
れ
た
自
民
党
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員

連
盟
（
石
原
伸
晃
会
長
）
の
第
６
回
総
会
に
出
席
し
、
介
護
保
険
制
度
・
介
護
報
酬
・

政
府
予
算
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
を
交
え
て

意
見
交
換
し
た
。
赤
枝
会
長
は
平
成
30
年
介
護
報
酬
改
定
で
基
本
報
酬
引
き
上
げ
へ
の

支
援
を
強
く
要
望
し
た
。
同
議
連
の
木
村
義
雄
幹
事
長
は
「（
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
実
態

や
意
見
を
）
報
酬
改
定
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
」
な
ど
と
述
べ
、
推
進
協
へ

の
支
援
と
連
携
の
強
化
を
強
調
し
た=

別
稿
に
「
意
見
書
・
要
旨
」
を
掲
載
。

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
支
援
を
め
ぐ
り
意
見
交
換

推
進
協　

加
算
の
上
乗
せ
な
ど
を
要
望

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
推
進
議
連
・
第
６
回
総
会

第６回ユニットケア推進議連総会

基本報酬引き上げを訴える
赤枝雄一推進協会長

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
待
っ
た
な
し

○
…
「
悪
貨
が
良
貨
を
駆
逐
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
」。
４
月
26
日
の
介
護
給
付
費

分
科
会
で
日
本
医
師
会
の
鈴
木
邦
彦
委
員
が
サ

高
住
と
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
過
剰
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
指
摘
し
、
行
政
指
導
を
求

め
た
。

○
…
大
阪
府
が
支
給
限
度
額
（
月
額
）
に

占
め
る
実
際
の
介
護
費
の
割
合
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
サ
高
住
は
平
均
86
％
、
住
宅
型
ホ
ー
ム
で

は
90
・
７
％
、
要
介
護
3
以
上
で
は
特
養
を
上

回
っ
て
お
り
、「
過
剰
提
供
や
利
用
者
の
〝
囲

い
込
み
〟
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
」
と
の
懸

念
を
裏
付
け
た
格
好
だ
。

○
…
だ
が
、
厚
労
省
は
「
関
係
自
治
体
と

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
な
か
な
か
決
定

打
が
…
」
と
歯
切
れ
悪
い
。

こ
の
件
で
は
財
務
省
か
ら

も
適
正
化
を
求

め
ら
れ
て
お

り
、
待
っ
た
な

し
。（
楢
）

月
26
日
か
ら
始
ま
っ
た
分
科
会
で
議
論
す
る
が
、

介
護
事
業
者
経
営
実
態
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
た
議
論
に
な
る
」「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
を

特
養
全
体
の
７
割
程
度
ま
で
整
備
す
る
と
い
う
厚

労
省
の
方
針
に
変
更
は
な
い
」「
分
科
会
の
委
員

は
省
令
で
決
ま
っ
て
お
り
、（
推
進
協
な
ど
の
意

見
は
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
対
応
し
た
い
」「
介
護
職

以
外
の
処
遇
改
善
は
調
査
を
踏
ま
え
た
議
論
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
回
答
。

ま
た
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
や
医
療

ニ
ー
ズ
の
対
応
に
対
す
る
報
酬
・
基
準
は
介
護
報

酬
改
定
の
論
議
の
検
討
事
項
に
な
る
」「
研
修
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
改
善
す
る
流
れ
に
あ
り
、
今
後
も

関
係
者
の
意
見
を
聴
く
よ
う
に
し
た
い
」「
外
国

人
雇
用
に
関
わ
る
日
本
側
の
費
用
を
誰
が
負
担
す

る
の
か
、
今
後
の
課
題
だ
」
な
ど
と
答
え
た
。

ウ
の
目
タ
カ
の
目サ高住
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29
年
度
推
進
協
事
務
局
の
活
動
予
定

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
研
修
や
情
報
発
信

30
年
度
改
定
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
見
直
し
を
前
に

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
会
員

の
満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
研
修
を
開
催
し
た
り
、
経

営
実
態
調
査
の
回
収
率
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
を
引
き
続
き
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

平
成
30
年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
に
向
け
、
関
連
情
報
を
速
報
や
「
推

進
協
ニ
ュ
ー
ス
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ
」
の
メ
ー
ル
配
信
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
30
年
度
か

ら
予
定
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
移
行
に
向
け
、

準
備
を
進
め
ま
す
。

新
規
入
会
施
設
の
ご
紹
介

<

茨
城
支
部>

４
月
入
会

（
小
規
模
特
養
）
大
宮
フ
ロ
イ
デ
ド
ル
フ

法
人
名　
（
社
福
） 

博
友
会

法
人
代
表
者　

理
事
長　

鈴
木 

邦
彦

施
設
代
表
者　

施
設
長　

鵜
藤 

正
孝

住
所   

〒
３
１
９
ー
2
２
６
６

　
　
　

常
陸
大
宮
市
抽
ヶ
台
８
８
９
ー
１

電
話　

０
２
９
５
（
５
５
）
８
８
２
２

<

新
潟
支
部>

４
月
入
会

（
特
養
）
槇
山
け
や
き
苑

法
人
名　
（
社
福
） 

長
岡
三
古
老
人
福
祉
会

法
人
代
表
者　

理
事
長　

田
中 

政
春

施
設
代
表
者　

苑
長　

小
林 

啓
一

住
所   

〒
９
４
０
ー
2
０
０
２

　
　
　

長
岡
市
槇
山
町
１
５
９
３
番
地
１

電
話　

０
２
５
８
（
２
９
）
２
５
０
０

<

愛
知
支
部>

４
月
入
会

（
特
養
）
ジ
ョ
イ
フ
ル
布
袋

法
人
名　
（
社
福
）
サ
ン
ラ
イ
フ

法
人
代
表
者　

理
事
長　

杢
野
暉
尚

施
設
代
表
者　

施
設
長　

林 

克
幸

住
所   

〒
４
８
３
ー
８
１
５
３

　
　
　

江
南
市
北
山
町
東
１
９
６
番
地

電
話　

０
５
８
７
（
５
１
）
１
８
１
１

【
連
載
】
第
1
回

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
移
行
準
備

平
成
25
～
27
年
度
に
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研

修
、
28
年
度
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研

修
の
見
直
し
が
、
厚
労
省
の
老
人
保
健
健
康
増

進
等
事
業
の
助
成
を
受
け
、
三
菱
総
研
の
調
査

研
究
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
30
年
度

か
ら
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
移
行
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
推
進
協
は
指
導
者
お
よ
び
実
地

研
修
施
設
向
け
に
研
修
や
勉
強
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

５
月
11
日
に
指
導
者
勉
強
会
を
開
催
し
、
平

原
守
氏
（
一
般
社
団
法
人
人
財
開
発
支
援
協

会
）
を
講
師
に
招
き
、
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
5
月
12
日
に
実
地
研
修

施
設
勉
強
会
を
開
催
し
、
鳥
海
房
枝
氏
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
メ
イ
ア
イ
ヘ
ル
プ
ユ
ー
事
務

局
長
）
に
「
高
齢
者
ケ
ア
施
設
に
お
け
る
業
務

の
合
理
化
の
方
向
性
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
案
）
で
求
め
ら

れ
る
内
容
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
）
に
つ
い
て
の
研
修
や
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
く
予
定
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
菱

総
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
ri.

co.jp/project_related/roujinhoken/

index.htm
l

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？ 

会
員
特
典

【
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
】

推
進
協
の
活
動
や
介
護
保
険
制
度
情
報
が
詰

ま
っ
た
機
関
紙
「
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
」
を
毎
月

お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
性
の
高

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
速
報
を
メ
ー
ル
配
信
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、毎
週
月
曜
日
に
「
推

進
協
ニ
ュ
ー
ス
W
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ
」
の
メ
ー
ル

配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
だ「
推
進
協
ニ
ュ
ー

ス
W
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ
」
が
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
て

い
な
い
施
設
は
、
推
進
協
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
当
会
主
催
の
研
修
の
受
講
料
割
引
】

推
進
協
主
催
の
研
修
会
に
、
会
員
価
格
で
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
サ
ー
ビ
ス
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
な
い
施
設
様

に
は
、
無
料
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
い
た
し

ま
す
。
ご
希
望
の
施
設
様
は
、
会
員
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
ま
で
ご
郵

送
く
だ
さ
い
。

【
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の
テ
キ
ス
ト
進
呈
】

受
講
生
１
名
に
つ
き
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

で
使
用
す
る
「
個
別
ケ
ア
研
修
ノ
ー
ト
」
と
テ

キ
ス
ト
「
施
設
環
境
づ
く
り
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
無
料
進
呈
し
て
い
ま
す
。

経
営
実
態
調
査

介
護
保
険
委
員
会
主
体
で
毎
年
経
営
実
態

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

に
特
化
し
た
調
査
を
行
い
、
経
年
の
デ
ー
タ
を

持
つ
こ
と
は
団
体
と
し
て
重
要
な
こ
と
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
多
く
の
施
設
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
、
回
収
率
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
を
し

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得
に
向
け
て

推
進
協
事
務
局
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー

ク
（
Ｐ
マ
ー
ク
）
取
得
に
向
け
て
28
年
度
か
ら

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
28
年
11
月
に
審
査
機

関
（
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
に
申
請
し
、
形
式
審
査
、

文
書
審
査
、
現
地
審
査
を
受
け
、
改
善
の
指
摘

を
受
け
た
事
項
の
対
策
を
行
い
、
5
月
10
日
に

（２）

会場：長良川国際会議場・岐阜都ホテル
〒 502-0817 岐阜市長良福光 2695-2 

大会長：安江紀子　
事務局：社会福祉法人幸紀会特別養護老人ホーム燦燦内
TEL：058-254-1533　FAX：058-254-1534
MAIL：2017gifu.zenkoku-taikai@koukikai.gr.jp

【テーマ】「つなぐ」

社員総会
会場：大田区産業プラザ コンベンションホール

【講演の部】　（14：00 ～ 16：30）
　　　　　　　　　　　　　諸事情により変更となる場合がございます。
　● 平成 30 年の介護保険制度改正・報酬改定について」
　　　　　厚生労働省老健局高齢者支援課
　● 外国人雇用について
　　　　　須田雅人氏（医療療養型病院　赤枝病院　院長）
　● ロボットの活用で拓く高齢者介護
　　　　　山下俊紀氏（さがみ介護ロボット開発支援センター所長）

東京都大田区南蒲田 1 丁目 20-20

日時：平成 29 年 6 月 15 日（木）13:00 ～ 16:30

一般社団法人 全国個室ユニット型施設推進協議会

第１２回

人材確保 16%

介護報酬 12%

ケアの効率化 10%

リスクマネジメント 10%

ICT・ロボット 6%

ストレスマネジメント 6%

クレーム対応 6% 介護技術 5%

コミュニケーション 5%

ケアマネジメント 4%

虐待・身体拘束 4% ビジネスマナー 3%

ケアプラン 3%

介護事務 2%

パソコン 1%

その他 2%

未回答 3%

その他 14%

施設での課題や研修、ニュースで取り上げてほしいテーマは？

て
い
き
ま
す
。

取り上げてほしいテーマ 回答数
人材確保 141 施設
介護報酬 105 施設
ケアの効率化 88 施設
リスクマネジメント 87 施設
ICT・ロボット 56 施設
ストレスマネジメント 54 施設
クレーム対応 51 施設
介護技術 46 施設
コミュニケーション 42 施設
ケアマネジメント 37 施設
虐待・身体拘束 35 施設
ビジネスマナー 29 施設
ケアプラン 28 施設
介護事務 17 施設
パソコン 11 施設
その他（施設行事レク、人材
育成、人事考課、中堅幹部研
修、腸内フローラ）

13 施設

前期
ユニットケア施設管理者研修

平成 29 年度

お申込受付中！

お申込は
Web（suishinkyo.net）で

東京会場（大田区産業プラザ）

　7/5( 水 ) ～ 7/7( 金 )

改
善
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
審
査
機
関
が
文
書
審
査
お
よ
び
現
地

審
査
の
結
果
と
改
善
報
告
書
の
再
審
査
の
結
果

に
基
づ
き
、
Ｐ
マ
ー
ク
付
与
適
格
性
の
有
無
を

決
定
し
ま
す
。
6
月
以
降
に
Ｐ
マ
ー
ク
の
取
得

が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

【
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
（
Ｐ
マ
ー
ク
）
と
は
】

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
制
度
は
、
日
本
工
業

規
格
「
J
I
S 

Q 

1
5
0
0
1
個
人
情
報
保

護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
―
要
求
事
項
」
に

適
合
し
て
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
適
切
な
保
護

措
置
を
講
ず
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
事
業

者
等
を
認
定
し
て
、
そ
の
旨
を
示
す
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク
を
付
与
し
、
事
業
活
動
に
関
し
て

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
使
用
を
認
め
る
制
度

で
す
。

【
Ｐ
マ
ー
ク
を
取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト
】

①
個
人
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
っ
て
い
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
大
き
な
信
頼
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
②
職
員
の
個
人
情
報
保
護
に
対
す

る
意
識
の
向
上
が
図
れ
る
③
法
令
順
守
の
た
め

の
組
織
体
制
の
構
築
、
整
備
に
役
立
つ
。

日時：平成 29 年 10 月 11 日（水）～ 12 日（木）

会員アンケート結果
3 月末にお送りしたアンケートに２１１施設からご回答いただきました。（回収率 58％）
今後、以下のアンケート結果を各委員会で検討し、研修やニュースで取り上げていきます。
ご協力ありがとうございました。
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【
施
設
の
紹
介
】

高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
共

生
の
里
津
福
は
、
平
成
21
年
に
福

岡
県
久
留
米
市
荒
木
町
に
開
設
し

ま
し
た
。地
域
密
着
型
特
養
20
床
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
を
併
設
す
る
施
設
で
す
。

【
常
勤
の
歯
科
医
師
を
配
置
】

「
健
康
は
口
か
ら
！
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
27
年
よ
り
常
勤
の

歯
科
医
師
を
採
用
し
ま
し
た
。
ご

利
用
者
の
口
腔
ケ
ア
、
職
員
へ
の

研
修
及
び
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々

な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
常

勤
の
歯
科
医
師
が
い
る
特
養
は
全

国
的
に
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

ご
利
用
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
や
不

明
熱
が
激
減
す
る
と
と
も
に
、
施

設
の
言
語
聴
覚
士
と
協
働
で
嚥
下

訓
練
を
行
う
な
ど
、
ご
利
用
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

【
シ
ョ
ー
ト
は
満
床
御
礼
】

定
員
10
名
の
ユ
ニ
ッ
ト
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
毎
日
満
床

で
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
は
珍
し
く
、
他
施
設
か
ら

の
実
習
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
22
年
度
か
ら
28
年
度
ま

で
の
７
年
間
、
連
続
で
稼
働
率

90
％
超
え
を
達
成
し
ま
し
た
。

家
庭
的
な
雰
囲
気
づ
く
り
と
、

可
能
な
限
り
在
宅
生
活
と
の
継
続

が
で
き
る
よ
う
、
初
回
ご
利
用
前

に
は
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
か
ら

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長

期
間
ご
利
用
に
な
ら
れ
る
方
に
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
も
特
養
同
様

に
24
Ｈ
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
ケ
ア

の
統
一
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

【
津
福
温
泉
共
生
の
湯
】

特
養
を
は
じ
め
、
全
事
業
所
の

お
風
呂
は
天
然
温
泉
か
け
流
し
で

す
。
湧
出
量
毎
分
８
６
０
ℓ
の
泉

質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
で
神
経

痛
や
疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
入
浴
を
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
ご
利
用
者
も
多
く
、

「
温
泉
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
理

由
で
当
施
設
を
選
ば
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

【
充
実
し
た
研
修
制
度
】

私
た
ち
の
施
設
で
は
月
１
回

の
内
部
研
修
の
ほ
か
、
認
知
症
介

護
実
践
者
研
修
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
、
看
取
り
研
修
な
ど
毎

年
約
１
２
０
種
類
の
外
部
研
修
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
認

知
症
介
護
実
践
者
研
修
を
修
了
し

て
お
り
、
認
知
症
介
護
指
導
者
や

キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度
の
ア
セ
ッ

サ
ー
の
職
員
も
い
ま
す
。

28
年
度
に
は
麻
生
教
育
サ
ー
ビ

ス
と
連
携
し
、
年
５
回
、
全
職
員

を
対
象
に
組
織
力
向
上
研
修
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
研
修
、
顧
客

満
足
度
向
上
研
修
、
接
遇
マ
ナ
ー

研
修
、
チ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
を
通
し
て
、
現
在
の
自
分
自

身
の
在
り
方
や
組
織
の
在
り
方
を

根
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
地
元
食
材
を
活
か
し
た
食
事
】

当
施
設
で
は
27
年
度
よ
り
、
厨

房
を
業
者
委
託
か
ら
直
営
に
変
更

し
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
に
よ
る

地
元
食
材
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
、
ご
利
用
者
か
ら
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
食
事
目
的
で
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
さ
れ
る
ご
利
用
者
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
食
器

は
す
べ
て
有
田
焼
の
陶
器
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

【
杉
野
伸
一
施
設
長
か
ら
】

私
た
ち
は「
仕
事
を
楽
し
も
う
」

「
笑
顔
で
い
よ
う
」
を
基
本
理
念

と
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
ご
利
用

者
に
は
「
こ
こ
を
利
用
し
て
良

か
っ
た
」
と
、
施
設
で
働
く
職
員

に
は
「
こ
の
施
設
で
働
く
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
、
そ
し
て

施
設
は
「
そ
う
い
う
皆
さ
ん
方
に

支
え
て
頂
き
良
か
っ
た
」
と
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
施

設
運
営
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
29

年
度
は
さ
ら
に
地
域
と
の
共
生
を

す
す
め
、
地
域
の
方
々
に
も
さ
さ

や
か
な
幸
せ
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（3）

福岡県

〒 864-0165　福岡県久留米市荒木町白口 552-3　TEL：0942-51-9020　FAX：0942-26-1300【地域密着型特養】２ユニット、２０床【ショート】1 ユニット、10 床
法人本部は、オレンジヒル小

しょうだい

岱（熊本県荒尾市、従来型 50 床、ユニット型 30 床）、共生の里荒木（久留米市荒木町、地域密着型特養 29 床、ショート 11 床）も運営しています。

～自然との共生・世代間との共生・地域との共生～

社会福祉法人 恵伸会
高齢者総合ケアセンター

つ ぶ く

共生の里津福

こんにちは！現在、大河ドラマ「おんな城主 直虎」に沸く
静岡県浜松市にある特別養護老人ホームあづきもちです。

あづきもちという施設名は所在地である浜松市中区小豆餅
町から頂きました。この面白い地名は三方ヶ原の合戦で敗れ
た家康が空腹に耐えかねて茶屋で小豆餅を食べたという逸話
に由来するそうです。

あづきもちでは地域との交流を積極的に行っており、近隣
の保育園との交流を定期的に行っています。小さな園児さん
たちが施設のお年寄りに素敵な歌や踊りなどをプレゼントし

しょうじゅの里三保には、油絵や絵手紙、水彩画、陶芸、
編み物、手芸、園芸、パソコン、カラオケ、麻雀、ミュージッ
クセラピーなど、これまでの趣味を継続できる時間と場所を
提供する『いきがい倶楽部』があります。入居者様やデイサー
ビス、ショートステイなどのご利用者様にご参加いただき、
ボランティアのご協力を得て、職員３名で運営しています。

今回は、一番人気のクラブ『書道クラブ』をご紹介します。
毎週 2 回、デイルームやユニット内のパブリックスペース

で開催し、合計約 60 名の方が参加されています。

社会福祉法人兼愛会 
しょうじゅの里三保（神奈川県）

施設長：赤枝眞紀子

社会福祉法人  慈惠会
あづきもち（静岡県）

施設長：島野安

近隣保
育園と

の交流

園児が歌
や踊り

を披露

癒し犬
もお出

迎え

いきが
い倶楽

部

書道ク
ラブ

心のこ
もった

添削で

モチベ
ーショ

ンアッ
プ！

～
考
え
方
を
変
え
る
、

　
　
　
入
居
者
視
点
で
考
え
る
～

私
た
ち
は
自
分
の

生
活
ス
タ
イ
ル
で
自

宅
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
の

方
、
家
族
の
い
る
方
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ス

タ
イ
ル
が
あ
り
誰
一

人
と
し
て
同
じ
生
活
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
暮
ら
し
方
を
自
分
で
選
択
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
誰
か
が
指
示
し
て
生
活
ス
タ
イ
ル
を

決
め
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

自
分
の
意
思
と
は
違
っ
た
不
自
由
な
暮
ら
し
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
暮
ら
し
は
だ
れ

も
望
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
高
齢
者
施
設
で
の
入
居
者
生
活
を
見

て
み
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
本
人
の
意
思
や

家
族
の
意
向
に
よ
り
入
居
者
視
点
で
暮
ら
し
が

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
職
員
の
都
合
で
生
活

支
援
が
組
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
一
度
、
施
設

ケ
ア
の
在
り
方
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
で
気

づ
き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
０
年
に
社
会
福
祉
事
業
法
が

社
会
福
祉
法
に
改
正
・
改
称
さ
れ
、
第
3
条
で

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
個
人
の
尊
厳
の
保
持
を

旨
と
し
、
そ
の
内
容
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
、
又

は
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

も
の
と
し
て
、
良
質
か
つ
適
切
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
を

定
め
て
い
ま
す
。

「
介
護
の
基
本
理
念
」
と
し
て
、
高
齢
者
が

自
ら
の
意
思
に
基
づ
き
、
自
立
し
た
質
の
高
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
「
自
立
支
援
」
が
掲
げ
ら
れ
、

高
齢
者
の
尊
厳
と
自
立
の
概
念
が
明
文
化
さ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
の
が
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
個
別
ケ
ア

を
実
践
し
て
い
く
た
め
の
１
つ
の
手
法
で
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
難
し
く
考
え
る
の
で
は
な

く
、
ひ
と
り
一
人
の
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
事
業
室
室
長  

井
手
明
利
）

施設外観

バラ湯の温泉も好評

杉野施設長

ご利用者の口腔ケアをする
常勤の歯科医師

ショートでのレクリエーション

有田焼の陶器に盛り付けられた食事は
目も楽しませてくれます

クリスマスイベント
サンタ帽をかぶってポーズ 癒し犬の黄菜子（きなこ）

みんなの人気者です

お習字の添削を
される入居者（先生）

「お上手ですね、すっきりと見事」
と心のこもったコメントが嬉しい

真剣なまなざしで
丁寧にしたためています

101 歳のご利用者様
しっかりとした筆の運び

デイサービスの職員が季節に合ったテーマの字や俳句を考え、お習字の先生をされてい
た入居者様が指導と心のこもった添削をしてくださっています。

習う方々もとても真剣な眼差しで、一文字一文字、丁寧にしたためています。先生の添
削に書き添えられた心のこもったコメントが、習う方々のやる気をさらに引き出してくれ
ています。（担当：遠藤きぬゑ）

尊
厳
を
守
る
ケ
ア
の
実
践

【
連
載
】
第
1
回

近隣の保育園の
園児と笑顔で握手

てくれます。
また、施設に入所しても今まで通りの生活を維持できるような取組として、季節ごとの

イベントを大切にしています。例えばクリスマスや忘年会バイキングなどを行っています。
皆さん普段と違う雰囲気でのお食事に気分が盛り上がり、とても美味しそうに召し上がっ
ています。中には沢山お代わりしてくださる方も！

そんなあづきもち、「癒し犬」の黄菜子（きなこ）と明るい挨拶が自慢の職員が皆さんを
お待ちしております！！（担当：相場俊太郎事務長）



2017 年 5 月 15 日発行　第 123 号

介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
人
口
１
億
人
割
れ
確
実　
　
　

（
４
月
10
日
）

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日
本

の
将
来
推
計
人
口
（
平
成
29
年
推
計
）」
に
よ
る

と
、
２
０
５
３
年
、
人
口
は
１
億
人
を
割
り
込
み
、

65
年
に
は
８
８
０
８
万
人
と
な
る
見
通
し
。
前
回

（
24
年
）
推
計
よ
り
１
億
人
を
割
り
込
む
年
が
５

年
遅
く
な
る
が
、
政
府
目
標
の
「
１
億
人
維
持
」

は
厳
し
い
状
況
。

■
総
人
口
６
年
連
続
減
少　
　
　

（
４
月
14
日
）

総
務
省
が
発
表
し
た
日
本
の
総
人
口
（
28
年
10

月
1
日
現
在
）
は
１
億
２
６
９
３
万
３
０
０
０
人

で
、
前
年
同
期
比
16
万
２
０
０
０
人
減
。
人
口

減
少
は
６
年
連
続
で
拡
大
の
方
向
。「
生
産
年
齢

人
口
」（
15
～
65
歳
）
は
７
６
５
６
万
２
０
０
０

人
（
72
万
人
減
）。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は

３
４
５
９
万
１
０
０
０
人
（
72
万
３
０
０
０
人

増
）。

■
「
科
学
的
介
護
」
目
指
す　
　
　

（
４
月
14
日
）　

塩
崎
厚
労
相
は
政
府
の
未
来
投
資
会
議
に
提
出

し
た
資
料
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
革
命
」
の
中
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
活
用
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
裏
付
け
さ

れ
た
「
科
学
的
介
護
」
を
実
現
す
る
考
え
を
示
し

た
。

■
加
算
で
収
入
確
保　

社
福
法
人

（
4
月
17
日
）

福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
М
）
の
27
年
度
社
会
福

祉
法
人
経
営
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
活

動
収
益
増
減
差
額
比
率
は
４
・
３
％
で
前
年
度
比

０
・
３
㌽
増
加
。赤
字
法
人
割
合
は
21
・
３
％
で
２
・

３
㌽
低
下
。
介
護
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
減
算
を

加
算
の
算
定
で
カ
バ
ー
し
た
形
と
な
っ
た
。

■
介
護
保
険
法
改
正
案　

衆
院
通
過

(

４
月
18
日)

介
護
保
険
制
度
改
正
関
連
法
案
が
衆
議
院
本
会

議
で
可
決
さ
れ
、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。

■
維
持
期
リ
ハ
を
介
護
保
険
移
行
へ 

(

４
月
19
日)

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
と
介

護
給
付
費
分
科
会
の
両
委
員
に
よ
る
第
２
回
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
と
医
療
・
介
護
の

役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
保
険
者
委

員
は
心
疾
患
と
呼
吸
器
の
維
持
期
リ
ハ
を
医
療
保

険
か
ら
介
護
保
険
に
移
行
す
る
よ
う
求
め
た
。
ま

た
複
数
の
委
員
が
地
方
に
お
け
る
情
報
共
有
の
方

法
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
多
職
種
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
認
め
る
よ
う
求
め
た
。
意
見
は
同
時
改

定
の
議
論
に
反
映
さ
れ
る
。

■
全
国
老
施
協
が
不
適
切
支
出　

(

４
月
20
日
、
毎
日
新
聞)

毎
日
新
聞
は
20
日
付
朝
刊
で
公
益
社
団
法
人
全

国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
が
理
事
ら
の
飲
食
代
総

額
約
３
３
０
０
万
円
を
「
会
議
費
」
と
し
て
運
営

費
か
ら
支
出
し
、
３
月
の
総
会
で
理
事
29
人
中
28

人
が
辞
意
を
表
明
し
た
─
と
報
じ
た
。
全
国
老
施

協
は
「
第
三
者
機
関
で
調
査
中
」
と
コ
メ
ン
ト
。

■
介
護
報
酬
の
適
正
化
求
め
る　

(

４
月
20
日)

財
政
制
度
等
審
議
会
（
財
務
相
の
諮
問
機
関
）

の
財
政
制
度
分
科
会
は
30
年
度
予
算
や
同
時
改
定

に
向
け
て
議
論
を
開
始
し
た
。
社
会
保
障
費
の
抑

制
が
必
要
と
し
、
介
護
関
係
の
改
革
項
目
と
改
革

の
方
向
性
と
し
て
①
引
き
続
き
適
正
・
効
率
化
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
べ
き
②
自
立
支
援

や
重
度
化
防
止
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
（
機
能
訓
練

な
ど
）
を
提
供
し
な
い
通
所
介
護
な
ど
の
事
業
者

は
減
算
す
べ
き
③
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
実
態
を
調

査
し
、
過
剰
供
給
を
抑
え
る
べ
き
④
要
介
護
度
の

改
善
度
合
に
応
じ
て
報
酬
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

べ
き
⑤
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
予
算
を
活
用
し
つ
つ
、

効
果
を
分
析
・
検
証
し
、
基
準
緩
和
に
つ
な
げ
て

生
産
性
向
上
、
介
護
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
検
討

を
進
め
る
べ
き
⑥
指
標
に
対
す
る
成
果
に
応
じ
て

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
「
調
整
交
付
金
（
介
護

給
付
費
の
５
％
）」
の
一
部
を
傾
斜
配
分
す
る
枠

組
み
を
導
入
す
べ
き
─
と
の
考
え
を
ま
と
め
た
。

■
混
合
介
護
の
意
見
書
を
発
表　
　

（
４
月
25
日
）

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
合
わ
せ
る
「
混
合
介
護
」
に
つ
い
て
、
規
制
改

革
推
進
会
議
は
政
府
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て

柔
軟
な
提
供
（
規
制
緩
和
）
を
求
め
る
意
見
書
を

発
表
し
た
。
一
定
の
条
件
を
設
け
た
上
で
ケ
ア
マ

ネ
が
混
合
介
護
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
よ
う

に
す
る
─
な
ど
の
方
向
性
を
盛
り
込
ん
だ
。

■
福
祉
充
実
計
画
Ｑ
＆
Ａ　
　
　

（
４
月
25
日
）

厚
労
省
は
社
会
福
祉
法
人
の
「
社
会
福
祉
充
実

計
画
」
の
承
認
な
ど
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
v
o
l
・

２
）
を
作
成
し
、
関
係
自
治
体
に
連
絡
し
た
。
社

会
福
祉
充
実
残
額
、
借
入
金
、
控
除
対
象
財
産
な

ど
に
関
す
る
全
71
問
答
を
提
示
。

■
介
護
費
の
地
域
差
を
提
示　
　

（
４
月
25
日
）

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
経
済
・
財
政
一
体
改
革

推
進
委
員
会
社
会
保
障
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

会
合
で
厚
労
省
は
医
療
費
と
介
護
費
の
地
域
差
を

示
す
デ
ー
タ
を
示
し
た
。
介
護
施
設
・
居
住
系
の

27
年
度
介
護
費
は
全
国
平
均
13
・
２
万
円
。
最
高

の
島
根
と
最
低
の
千
葉
で
約
６
・
８
万
円
の
開
き

が
あ
っ
た
。

■
30
年
度
改
定
の
論
議
開
始　
　

（
４
月
26
日
）

介
護
給
付
費
分
科
会
は
平
成
30
年
度
介
護
報
酬

改
定
の
審
議
を
開
始
し
た
。
12
月
中
旬
ご
ろ
、
報

酬
・
基
準
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
る
。
厚
労
省

は
検
討
事
項
案
と
し
て
▽
特
養
に
お
け
る
医
療

ニ
ー
ズ
や
看
取
り
の
一
層
対
応
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
▽
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
セ
ン
サ
ー
の
活
用

事
業
所
の
報
酬
・
人
員
配
置
基
準
の
あ
り
方
▽
生

活
援
助
の
人
員
基
準
緩
和
▽
介
護
医
療
院
の
報

酬
・
基
準
や
転
換
支
援
策
─
な
ど
を
挙
げ
た
＝
1

面
参
照
。

■
経
営
者
の
個
人
保
証
問
題
で
要
請

（
４
月
28
日
）

社
会
福
祉
法
人
が
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

る
際
、
理
事
長
ら
経
営
者
が
個
人
保
証
を
求
め
ら

れ
る
問
題
で
、
厚
労
省
は
個
人
保
証
を
求
め
な
い

「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
金
融

機
関
な
ど
の
自
主
的
自
律
的
な
準
則
）
を
参
考
に

し
て
対
応
す
る
よ
う
関
係
自
治
体
に
周
知
を
要
請

し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
個
人
保
証
を
求
め
な
い

経
営
状
況
（
条
件
）
を
示
し
て
い
る
。

（４）

◎
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
の
注
意
点

【
今
月
の
相
談
内
容
】

人
手
不
足
対
策
と
し
て
、
今
年
度
よ
り
外
国

人
雇
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
話
題
と

な
っ
て
い
る
「
介
護
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」

等
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

こ
こ
で
は
、
外
国
人
雇
用
の
最
低
限
、
守
る

べ
き
こ
と
を
記
述
し
ま
す
。

①
日
本
人
と
同
様
に
労
働
基
準
法
、
最
低
賃

金
法
、
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
入
管
法
の
ル
ー
ル
や
制
限
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
②
に
つ
い
て
守
ら
な
け
れ
ば
不
法

就
労
と
な
り
、
法
人
の
代
表
者
と
外
国
人
本
人

が
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

不
法
就
労
と
な
る
ケ
ー
ス
は
、

　

1　

密
入
国
者
が
働
く
こ
と

　

2　

入
国
管
理
局
か
ら
許
可
さ
れ
て

　
　
　

い
な
い
外
国
人
が
働
く
こ
と

　

3　

外
国
人
留
学
生
が
週
28
時
間
を

　
　
　

超
え
て
働
い
て
い
る
こ
と

　

4　

専
門
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
の

　
　
　

就
労
ビ
ザ
を
持
つ
外
国
人
が
、

　
　
　

単
純
労
働
し
か
し
て
い
な
い
こ
と

と
な
り
ま
す
。

一
方
、
介
護
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
追

加
に
つ
い
て
は
、「
開
発
途
上
地
域
等
へ
の
技
能

等
の
移
転
を
図
り
、そ
の
経
済
発
展
を
担
う
『
人

づ
く
り
』
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制

度
と
し
て
、
わ
が
国
の
国
際
貢
献
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

国
内
の
人
手
不
足
を
補
う
安
価
な
労
働
力
確

保
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

が
、
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
運
用
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
国
際
貢
献
」
と
い
う
カ
ー
ド
は

残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 （
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
） 

4
月
１
日
～
4
月
30
日

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
支
援
を
め
ぐ
り
意
見
交
換

【
用
語
解
説
】

【
未
来
投
資
会
議
】
政
府
の
成
長
戦
略
を
具

体
策
を
検
討
す
る
た
め
の
官
民
会
議
。
安
倍

晋
三
首
相
を
議
長
と
し
、
麻
生
太
郎
財
務
相
、

榊
原
定
征
日
本
経
団
連
会
長
ら
で
構
成
。
４

月
14
日
に
開
か
れ
た
第
７
回
の
テ
ー
マ
は

「
新
た
な
医
療
・
介
護
・
予
防
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
」。
Ｉ
Ｃ
Т
や
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
自
立
支
援
の
取
り
組
み
が
報
酬
で
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に

よ
る
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
な
ど
が
議
論
さ

れ
た
。

【
社
会
福
祉
充
実
会
議
】
社
会
福
祉
法
改
正

に
よ
っ
て
社
会
福
祉
法
人
に
課
せ
ら
れ
た
５

か
年
計
画
（
10
年
ま
で
延
長
可
）。
保
有
財

産
か
ら
事
業
継
続
に
必
要
な
財
産
を
控
除
し

た
再
投
下
対
象
財
産
（
社
会
福
祉
充
実
財
産
）

を
財
源
と
し
て
①
社
会
福
事
業
②
地
域
公
益

事
業
③
公
益
事
業
の
順
に
使
途
を
明
記
し
、

所
轄
す
る
自
治
体
な
ど
の
承
認
を
得
る
。
４

月
25
日
、
厚
労
省
が
承
認
手
続
き
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
を
関
係
自
治
体
に
通
知
し
た
。

【
ど
う
す
る
？
人
材
確
保
】

約
8
割
の
時
間
外
勤
務
削
減
に
成
功

介
護
職
員
に
週
休
3
日
制
を
導
入
す
る
前

は
、
時
間
外
勤
務
が
１
９
３
時
間
（
28
年
５
月

実
績
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
導
入
後
は
36
時

間（
28
年
６
月
実
績
）と
１
５
７
時
間（
約
８
割
）

の
時
間
外
勤
務
を
削
減
で
き
た
。

時
間
外
の
業
務
内
容
も
、
導
入
前
は
入
浴

対
応
な
ど
の
日
常
業
務
に
係
る
内
容
が
殆
ど

だ
っ
た
が
、
導
入
後
は
、
会
議
や
研
修
参
加
、

突
発
的
な
入
居
者
へ
の
対
応
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
延
長
対
応
の
た
め
な
ど
に
変
化
し
た
。

経
営
推
進
会
議
で
の
報
告
（
28
年
10
月
）

職
員
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
以

下
の
意
見
が
出
た
。

「
慣
れ
る
ま
で
は
疲
れ
た
よ
う
だ
が
、
一
人

で
ユ
ニ
ッ
ト
に
い
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
で
不
安
が
軽
減
さ
れ
た
」「
導
入
前
は
職
員

の
勤
務
都
合
で
午
前
中
に
入
浴
が
実
施
出
来
な

か
っ
た
が
、
現
在
は
ど
の
時
間
帯
で
も
実
施
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
の
中
で
外
食
支
援
、
家
族
と
入
居
者
と
職
員

で
の
外
出
な
ど
、
個
別
支
援
に
繋
げ
る
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
屋
外
散
歩
や
施
設
内

散
歩
の
頻
度
が
多
少
増
え
た
」

見
え
て
き
た
メ
リ
ッ
ト

一
方
、
施
設
長
な
ど
か
ら
は
導
入
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
感
想
が
出

た
。
▽
週
休
３
日
制
に
魅
力
を
感
じ
て
入
職
す

る
職
員
が
増
え
て
き
た
。
人
材
確
保
の
為
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
有
効
だ
と
感
じ
る
▽

職
員
の
急
な
長
期
休
暇
な
ど
は
あ
っ
た
が
、
無

理
な
変
更
で
は
な
く
時
間
外
で
対
応
出
来
た
▽

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
実
地
研
修
生
か
ら

「
職
員
の
声
掛
け
や
ケ
ア
の
様
子
な
ど
、
ど
の

ユ
ニ
ッ
ト
も
か
な
り
ゆ
っ
た
り
と
穏
や
か
な
様

子
に
衝
撃
を
受
け
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
い
た

の
で
良
か
っ
た
。

ま
た
、
年
度
末
に
施
設
長
面
談
を
行
い
、
週

休
３
日
制
に
関
し
て
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

週
休
２
日
に
戻
し
た
い
と
の
声
も
あ
っ
た
が
、

導
入
前
の
課
題
の
こ
と
を
考
え
る
と
継
続
し
た

　

人
材
確
保
の
た
め
に
28
年
6
月
か
ら
「
週

休
3
日
制
」
を
導
入
し
た
栃
木
県
の
特
養
こ

ろ
ぼ
っ
く
る
（
古
口
誠
二
理
事
長
）
の
事
例

紹
介
の
後
編
で
す
。

方
が
良
い
と
い
う
意
見
が
９
割
近
く
あ
っ
た
。

人
材
確
保
に
対
す
る
29
年
度
の
取
り
組
み

当
施
設
の
５
か
年
計
画
に
も
掲
げ
る
職
場

環
境
の
改
善
の
中
で
、
有
給
消
化
、
休
憩
時
間

の
確
保
、
緊
急
時
に
お
け
る
夜
間
体
制
、
リ
ー

ダ
ー
業
務
の
軽
減
、
働
く
職
員
の
不
安
解
消
、

O
J
T
、
虐
待
予
防
な
ど
人
材
確
保
の
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
立
案
し
た
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
導
入

福
祉
業
界
の
「
盆
も
正
月
も
な
い
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
す
べ
く
、
通
常
の
公
休
13

日
に
加
え
、
交
代
で
半
年
に
３
日
以
上
を
目
安

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を
取
る
よ
う
、
施
設
の

方
針
と
し
て
促
す
こ
と
と
し
た
。
ス
ト
レ
ス
軽

減
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実
を

図
り
、
有
給
消
化
率
向
上
と
共
に
、
職
員
定
着

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
パ
ー
ト
職
員
配
置
の
体
制
構
築

週
休
３
日
制
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

「
１
０
５
分
に
増
え
た
休
憩
時
間
の
確
保
が
難

し
い
」と
い
う
課
題
が
で
て
き
た
。
そ
こ
で〝
専

門
性
を
必
要
と
す
る
仕
事
〟
と
〝
専
門
性
が

な
く
て
も
出
来
る
仕
事
〟
に
介
護
の
分
業
化

を
し
た
。
専
門
職
と
し
て
の
専
門
性
を
発
揮

し
易
い
環
境
を
整
え
、清
掃
、食
器
洗
い
、シ
ー

ツ
交
換
な
ど
専
門
性
を
必
要
と
し
な
い
仕
事

は
、
子
育
て
中
の
方
や
定
年
退
職
後
の
時
間

を
有
効
活
用
し
た
い
方
な
ど
を
パ
ー
ト
職
員

と
し
て
雇
用
し
配
置
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
。

　
フ
リ
ー
夜
勤
体
制
の
構
築
を
検
討

現
在
の
宿
直
は
看
介
護
護
職
員
と
は
限
ら
な

い
た
め
、
緊
急
連
絡
な
ど
簡
易
的
な
対
応
を
し

て
い
る
。
今
後
、
入
居
者
の
重
度
化
や
看
取
り

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
特
養
か
シ
ョ
ー
ト
の

リ
ー
ダ
ー
を
〝
フ
リ
ー
夜
勤
〟
と
し
て
今
年
度

４
月
よ
り
配
置
を
始
め
て
い
る
。

事
業
所
グ
ラ
ン
プ
リ
最
優
秀
賞
受
賞

　

多
数
の
事
業
所
か

ら
週
休
３
日
や
他
の

取
り
組
み
を
評
価
さ

れ
、
栃
木
県
主
催
の

「
第
１
回
キ
ラ
キ
ラ

介
護
事
業
所
グ
ラ
ン

プ
リ
」
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

（
薄
井
裕
二
施
設
長
、
鬼
澤
竜
也
統
括
リ
ー

ダ
ー
・ 

戸
井
田
禎
紀
生
活
相
談
員
）

表彰状を手にする古口理事長
（前列左 3 番目）

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み


